
事業名（主催者）
派遣・

受入国名
対象者・人数
（随行者数）

実施時期 目的・活動内 容

多
治
見
市

派
遣

姉妹都市テラホート市派遣事業
（多治見国際交流協会）

アメリカ
中・高校生10名程
度（引率者3名）

- 新型コロナウイルス感染症の影響により中止。

中
津
川
市

受
入

ホストタウン交流事業
（中津川市ホストタウン実行委員
会）

アメリカ

米国選手団61名
公開練習来場者
230名
歓迎パレード参加者
約1,000名

R3.7.18
～R3.7.31

スポーツの振興、教育文化の向上及び共生社会の
実現を図るため、米国のホストタウンとして、東
京2020オリンピックに参加するために来日した米
国レスリングチームの事前合宿、歓迎パレード、
メッセージ等による交流事業。

派
遣

姉妹都市ダボ市
青少年交流事業
(美濃加茂国際交流協会)

オーストラリア
ダボ

中・高生10名
(随行者2名)

-

ホームステイや現地学校での体験を通じ、次世代
を担う国際感覚豊かな青少年を育成するととも
に、市民レベルの草の根交流を行うことで、姉妹
都市交流の促進を図る。※コロナにより中止

受
入

姉妹都市ダボ市
青少年交流事業
(美濃加茂国際交流協会)

オーストラリア
ダボ

中・高生10名
(随行者2名)

-

ホームステイや地元中学校及び高等学校における
授業交流、市内各施設での日本文化体験等、市民
レベルの草の根交流を行うことで、姉妹都市交流
の促進を図る。※コロナにより中止

各
務
原
市

派
遣

各務原市中学生海外派遣事業
（各務原市教育委員会）

アメリカ
中学2･3年生30名
(随行者2名)

- 新型コロナウイルス感染症に伴い、中止。

派
遣

本巣市青少年海外派遣事業
(本巣市・本巣市教育委員会)

オーストラリア 中高生16名 -

市内在住の中高生が、オーストラリアＮＳＷ州内
でホームステイをし、近隣の学校や施設の訪問、
学生交流・文化交流を行う。
※令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止。

青少年友好交流事業
(本巣市・中国山西省青少年友好
交流協会)

中国 中国青年10名 -

訪日した青少年が、市内学校・会社・施設等の訪
問を通して日本の教育・文化・生活習慣について
の十分な理解を図るとともに、本巣市との友好関
係を深める。
※令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止。

フランス学生受入事業
(本巣市青少年海外学生友好
交流協会)

フランス 大学生16名 -

国際社会に対応できるまちづくりと国際親善に
寄与するため、大学生を受け入れ、語学研修や
学校訪問を行う。
※令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止。

中学生姉妹都市交流事業
(ケチカン市）
（下呂市）

アメリカ - -

市内中学2年生を対象に、姉妹都市のアラスカ州ケ
チカン市において、ホームステイをし、近隣の学
校や施設の訪問、学生交流、文化交流を行う。
Ｒ3年度は新型コロナウイルス感染症の影響により
中止した。

中学生姉妹都市交流事業
(ペンサコーラ市）
（下呂市）

アメリカ - -

市内中学2年生を対象に、姉妹都市のフロリダ州ペ
ンサコーラ市において、ホームステイをし、近隣
の学校や施設の訪問、学生交流、文化交流を行
う。
Ｒ3年度は新型コロナウイルス感染症の影響により
中止した。

海外派遣
日本語指導員設置事業
(下呂市）

アメリカ - -

姉妹都市であるアラスカ州ケチカン市の学校で日
本語・日本文化の授業を行う日本語指導員を派遣
する。
Ｒ3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り派遣を中止した。

中学生姉妹都市交流事業
(ケチカン市）
（下呂市）

アメリカ - -

姉妹都市のアラスカ州ケチカン市の学生が下呂市
でホームステイを行い、学校や施設の訪問、学生
交流、文化交流を行う。
Ｒ3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り受入れを中止した。

中学生姉妹都市交流事業
(ペンサコーラ市）
（下呂市）

アメリカ - -

姉妹都市のフロリダ州ペンサコーラ市の学生が下
呂市でホームステイを行い、学校や施設の訪問、
学生交流、文化交流を行う。
Ｒ3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り受入れを中止した。

美
濃
加
茂
市

派
遣

受
入

(2)海外派遣・受入事業（令和3年度）

区分

下
呂
市

本
巣
市

受
入
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事業名（主催者）
派遣・

受入国名
対象者・人数
（随行者数）

実施時期 目的・活動内 容区分

大
野
町

派
遣

大野町中学校生徒
海外派遣事業
（教育委員会学校教育課）

カナダ - -

時代を担う生徒を海外に派遣し、ホームステイを
通じてその国の生活、文化、自然、歴史、産業等
に直に接することにより、諸外国に対する理解と
国際協調の精神よ養成し、国際的感覚の高い町民
意識をもった青少年の育成を図ることを目的とし
て例年実施するが、令和3年度においては、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大に伴い中止。

白
川
町

受
入

白川イタリアオルガン音楽アカデ
ミー
（実行委員会）

イタリア 受講生24人
R3.10.10

～R3.11.27

イタリアオルガン音楽の指導。
国際、文化交流によって個性豊かな人材を育成す
るとともに、音楽文化の醸成を図る。（R3年度は
イタリアから講師を招聘し対面指導からオンライ
ンでの指導に変更した。）
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